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１．はじめに 

 東京動物専門学校は、1987 年東京都三田に東京動植物専門学院としてスタートし、

1990 年 3 月千葉県知事より設置認可を得て、学校法人川原学園、東京動物専門学校と

して開校し、同時に千葉県八千代市に八千代本校舎、富里市に富里実習施設を設置し、

動物管理技術者を養成する専門学校として今日に至っております。 

 学校創設から 36余年が経過し、多くの卒業生が北海道から九州沖縄まで全国各地の

動物園や水族館をはじめ、多くの動物関連施設にて働いております。 

 また、より実践的な職業教育の質の確保に組織的に取り組む専門課程を文部科学大

臣が「職業実践専門課程」として認定する制度に、本学も 2014(平成 26)年 3月にその

認可を受け、職業教育やキャリア教育の充実に努めておりますので、次の通り、最新の

学校情報について公表いたします。 

 2020(令和 2)年 1月の新型コロナウィルス感染症の発生から、2023(令和 5)年 5月の

感染症法の 5 類に変更されるまでの 3 年間、緊急事態宣言の度重なる発出など、多く

の課題に遭遇し、試行錯誤を重ねつつ様々な感染防止策を取りながら、学校運営に努め

ました。しかし、新型コロナ感染症自体は無くなるわけではないので、今後の学校運営

上での予防対策など適宜対応いたします。 

 

２．学校概要 

  (1)校訓 

    東京動物専門学校の校訓は「心・知・技・体」です。これは、動物管理技術者に必 

要な仕事、または動物に対する正しい考え方(心）、最小限必要な知識(知）、基本的な 

技術(技)、及び健康な体(体）をバランス良く兼ね備えた技術者を育成することです。 

このうち、学校の授業で教授できるものは「知」と「技」であり、「心」と「体」は 

２年間の学校生活を通じての様々な体験より身に付くものであると考えております。 

 

  (2)学校の歩み 

    ① 学校誕生 

      東京動物専門学校は、川原鳥獣貿易株式会社が母体となっております。初代理 

事長川原義郎は、全国の動物園や水族館からの要望に応えて世界中から動植物 

の調達等を取り扱ってきました。その仕事を通じて、これらの動物の飼育現場に 

は、動物に対する正しい知識と技術をもった人材がますます必要になると感じ、 

動物の飼育や看護の専門技術者を養成する学校を設立した次第です。 

    ② 学校の概要 

     名称  学校法人 川原学園 東京動物専門学校 

     住所  〒２７６－００４６ 

         千葉県八千代市大和新田１０９３番８号 
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         TEL ０４７－４５９－０５１１（代） 

         フリーダイヤル ０１２０－０１０５２０ 

     沿革  1987年 4月 初代理事長の川原義郎が東京都三田に東京動植物専門 

               学院を設立し、開校 

         1989年 12月 八千代本校舎完成 

         1990年 2月 富里実習施設完成 

         1990年 3月 千葉県知事より専修学校の認可を得て、学校法人川原 

                学園を設立し、東京動物専門学校と校名を変更 

         1990年 4月 東京動物専門学校開校 

         1992年 3月 本校新校舎完成 

         1993年 4月 学科を統合し、コース制を導入 

         2014年 3月 文部科学大臣より｢職業実践専門課程｣の認可を受ける 

         2015年 4月 東京動物専門学校 動物管理科 各学年 140名に 

                学則変更 

         2018年 12月 富里キャンパスに、講義棟新設 

   

   課程  動物管理専門課程 動物管理科 動物飼育技術者コース 

 

３．教育活動 

  (1)教科数、体系と目標 

    授業教科は２年間、４９科目数、８７単位で構成されております。２年間での総授 

業時間 2451時間で、内講義は 945時間、実習は 1506時間。詳しくは、職業実践専門 

過程の基本情報をご参照下さい。 

    2016 年より 1 学年を対象に、上野動物園・多摩動物公園・葛西臨海水族園を専門

講師の案内による特別案内授業を開始した。新型コロナウィルス感染症の影響によ

り団体入場不可などで、2022 年度は前年と同じ市川市動植物園、埼玉子ども動物自

然公園、しながわ水族館に実地授業および関連科目との連携授業を行った。更に、学

外見学は那須どうぶつ王国や八景島シーパラダイス、多摩動物公園とし、各自課題を

持ちながら、グループ別で密にならないよう 10月に実施した。進路決定の手助けに

なるよう、就職を目指した活動とすると共に、見聞も広めることが出来たと思います。 

    施設研修（インターンシップ）を２年次後期に実施しております。新型コロナウ 

ィルスの影響は少し緩くなり、全員施設研修を終えました。職業教育協定書(事業契

約契約書)を締結した事業者のもとにて、基本的には４週間（総時間数 182時間）の

動物飼育実習分野における実践的な職業教育を受けると共に、就職に直接結び付い

たケースもありました。 
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  (2)資格試験（各種資格） 

    潜水士／ダイビング、危険物取扱者（乙種）及び赤十字救命法救急員講習会、玉掛 

け技能講習、刈払い機取り扱い作業者について、取得方法の指導、試験についての相 

談、アドバイス等、資格取得講座を開設し希望者には受講させています。 

 

  (3)教職員 

    2022年(令和４年)5月 1日現在の教職員数は３２名で昨年同様です。 

   教員数 ２８名（本務 １１名 兼務 １７名） 

   職員数  ４名（本務  ４名 兼務  ０名）   

 

    職業実践専門課程では、教職員の研修を強く求められております。当校でも研修体 

制を充実させており、数年前より全国各地の動物園・水族館などの学生の就職先施設 

を訪問し、直接、園館長に概要を伺い、卒業生に仕事の内容などについてインタ 

ビューし、最新情報の収集に努めています。2020年よりはコロナ発生により中止と 

しておりましたが、2023年 3月には浜松市動物園、豊橋総合動植物公園の両園での 

研修を行うことができました。 

 

４．学業成果 

  (1)就職指導 

    ① 就職指導の方法 

      本校での就職指導は、大別して３つの方法で行っております。 

      第１の方法は、全体指導です。１学年に入学した時点から、全学生に「就職の 

しおり」を配布すると同時に、教育課程の進行状況に合わせて就職に対する 

準備の方法を指導しております。 

      第２に「就職ガイダンス」なる就職窓口を、学生課が週１回の割合で授業時間 

中に、個人的に就職の相談にのっております。 

      第３は、２学年後期（実践段階）に行われる施設研修です。学生が具体的に就 

職を希望する施設（企業）を決定し、学校が職業教育協定書の締結及び研修 

の申し込みをし、許可が与えられた場合に約４週間にわたって研修するも 

のです。また研修終了後、全学生と教職員にその成果を報告する発表会を約 

１週間に施し、情報全校で共有しています。 

       専門学校での学びとは、就職することと結びついていることであり、就職指 

       導は最も重要な業務です。さらに、学生には専門知識・技能を学ぶことの大 

切さを絶えず教示しております。 

    ② 就職状況 

      表１に 2022(令和 4)年度卒業生の就職状況を示しました。コロナ禍での就職 
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活動ではありましたが、2022 年度卒業 124 名(就職希望者 122 名)で内定者数は

122名（100%）です。（2023年 5月 1日現在） 

      就職先は、ほぼ動物関連業種であり、動物園、水族館は 49名(前年 51名)で、

前年度より 2 名減でした。酪農畜産関係は 15 名(前年 5 名)と大幅増で、逆に、

ペット販売業や動物病院は大幅に減少しました。なお、求人時期ですが、例年、

実験研究関連の 4～5月から始まり、動物園関係が施設によっては、毎年秋以降

とか、年を越す場合もあり、公立動物園第 1 希望者に、就職先を選択させるの

は、なかなか問題・困難があるのが現状です。 

 

  (2)資格取得状況 

    表２に 2022年度の学校主導で取得した資格状況を示しました。大半の資格は１学 

年次に取得しておりますが、一部の学生は 2学年次にて取得しております。また例年 

実施している民間資格の赤十字救急法救急員の講習会は、2020年度についてはコロ 

ナにて中止しましたが、2022年度は 2021年度に引き続き実施し、全員取得しました。 

 

  (3)自主退学者の状況 

    表３に 2016年より 2022年までの 7年間の学年次別、学期別に自主退学者数と退 

学率をまとめました。2021年度入学生では、1学年次 16名、2学年次 8名の計 24名 

であり、2020年度入学生と同じ退学者数となりました。2022年度入学生では、1学 

   年次で 16名(前期 8名/後期 8名)であり、2021年度入学生と同じ退学者となりまし 

た。これらの退学主要要因は、新型コロナウィルス感染症によるものも考えられます。

また進路変更も要因の場合もあり、入学前の説明会などでしっかりと当学校の特徴

を説明し、納得した上での入学を進め、退学者の発生防止に努めたいと存じます。 

 

５．学生支援 

  (1)学生相談 

    表４に、学生課が扱った学生の相談、及び指導内容とその延べ件数を 2021年度 

2022年度と並列して示しました。 

    出欠席について、1学年、2学年とも前年よりも増加しており、コロナ関連等での

相談にて増えました。また定期試験に関しては、両学年とも前年よりは減少しており

ます。他の項目でも増減はあるものの、通常年と変わらない範囲です。 

    私生活関係では特に１学年に健康面での相談が多いのが通年でしたが、今年度は 

前年より急増(3→23)したのが、目立ちます。 

  

  (2)経済支援 

   独立行政法人日本学生支援機構による奨学金制度 
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    公的な奨学金制度を学生に紹介するとともに、懇切丁寧に相談に対応し、経済支援

をしております。なお、従来から、支援機構などを利用できない場合等のために本校

独自の特別奨学金制度を設けておりますが、最近は活用されていないのが現状です。 

 

６．教育環境 

  (1)八千代キャンパス及び学生利用施設 

    講義による知識の習得の場としての八千代キャンパスは、1989年（本館）及び 1992

年（新館）に建設され、教室の面積によりコース別講義室(本館)と学科講義室(新館)

に分かれております。 

    また学生利用施設として、自習施設（図書室）、福利施設としての学生ホールも備

えている。詳細の面積等については、表５に示す。 

    学生数増加に伴い、教室内に大型 TVを設置し、映像による講義の効果を高めてお

り、学生には好評です。 

 

  (2)富里キャンパス 

    表６に富里キャンパスの主要動物舎面積を示しております。主要動物舎は第１号

より第２２号まで２２棟あり、そのほかに放飼場、馬場、馬放飼場、付属農園があり

ます。これらの動物舎は、本校の学生が動物舎の構造を実際に理解する目的で、学生

等の実習を兼ねながら手造りしたものが多く、体験実習の成果であります。また展示

施設ではなく、あくまでも飼育施設であり、動物福祉に配慮した構造としております。 

    2018年秋には、講義棟が新築され、講義や実習に活用させています。 

    表７には、富里実習施設において飼育している教材となる動物を、哺乳類から鳥類、

は虫類、両生類、魚類まで 233 種類 1,565 点（2022 年 3 月末）動物園や水族館等で

飼育されているような動物が実習に供されています。 

 

  (3)実習用設備及び備品 

    主要実習設備及び備品を表８に挙げました。基本的な備品の整備に努めています。 

 

  (4)防災対策  

    ７月に八千代キャンパスにて、市消防署の協力を得て火災防災訓練を、１２月には

地震防災訓練を学生及び教職員全員を対象に実施しております。 

 

７．学生募集 

  (1)インターネットでの情報提供 

    インターネットのウエブ上で、ホームページを開き学校紹介を行っており、学校案

内、学べること、キャンパス紹介、卒業生の活躍、オープンキャンパス案内、最新情
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報プログなど内容は、随時最新の情報に更新しております。また資料請求や問い合わ

せもウエブ上でできるようになっております。 

    また東京動物専門学校案内を 2023年度版『まるで動物園のような学校！』(15p)を

作成し、カリキュラムや飼育・施設研修内容、就職情報等を満載しております。近隣

の高等学校に配布し、また資料請求に基づき希望者には送付しております。 

 

  (2)オープンキャンパス 

    ① 学校説明会 

      八千代キャンパスで開催し、学校及び学校生活全般の説明をしており、入学試

験、学費、就職などの多くの各種質問も受けています。 

また校舎内外の見学も併せて実施し、学校内容を充分に理解、納得した上で試験

に臨むよう入学希望者に説明しています。この説明会は、土曜日開催定で、今年

度は 17(昨年度 11)回開催しました。 

 

    ② 体験入学（実習体験） 

      富里キャンパスで実施している飼育実習の一部、動物のエサづくりやエサや

り、また、乗馬などが体験できます。この体験入学は、5月から 7月の日曜日に

8(昨年度 6)回開催しました。 

 

    ③ 施設見学 

      施設見学は冨里キャンパスで開催し、放飼場や動物舎をご案内いたします、 

冨里キャンパスでの学生生活を想像していただけます。今年度は 6(昨年度 3)回

開催しました。 

 

    ④ 授業見学 

      八千代キャンパスにて実際に学生が学ぶ様子を見学するもので、学校の雰囲

気を体感することができます。また休憩時間には、在学生と話すこともでき、若

者同士による情報交換の時でもあります。授業見学は月～金曜日まで事前予約

にて受け入れておりますが、コロナの影響のためか、参加者は 5名でした。 

 

  (3)高等学校(ガイダンス)訪問 

    全国の約 4800高等学校の内、約 2200校に、学校案内書を送付しております。その

内関東圏には約 1000校あり、学校や進路業者などからのガイダンス依頼数は 163(昨

年度 176)件で、実際には 77 校と依頼外の 38 校の計 115 校を、庶務課や学生課の職

員が訪問し進学担当者などに直接面会し、学校案内書などを利用し情報提供すると

ともに、学生の進路相談時の学校紹介などについて依頼しております。 
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８．財 務 

 表９に財務消費比較表にて 2018 年度より 2022 年度までの過去５カ年分を示しまし

た。2021年･2022年と連続して定員割れとなっており、入学者減と退学者増によるもの

で、当然、収入も減少しましたが、直ちに、経営への影響は少なく、財務は一応健全で

す。しかしコロナ禍であって、地方からの入学生減少が続き、2023 年度入学者も定員

に満たない状況で、今後予断を許さない状況に陥ることも配慮しなければなりません。

財務健全化にはまず、入学者の確保です。コロナ感染症は収束の気配を感じますが、ま

だまだ予断は許されません。学校経営は、大半が固定的経費です。今後共、経年劣化す

る建物の維持管理費の捻出のためにも、入学生の確保は、専門学校の維持管理上でも最

重要事項ですが、次に、経費の節にも留意いたします。 

 

９． 地域貢献・地域連携、その他 

  (1)学校祭 

    2022年 9月 23日から 25日までの３日間、八千代キャンパス及び校庭にて第 34回

学校祭を開催しました。コロナ対策として 23日は関係者のみ、一般公開は 24、25日

とし、飲食関係は中止等にて実施し、3日間で 8,242名の参加者でした。2年生より

1 年生への伝承、継続のため、規模の縮小があっても、開催することが必要と考え、

実施しております。保護者の家族連れや卒業生が誘い合って来場し、楽しんでいる様

子を毎年繰り返しており、学校祭の果たす役割の大きさを感じます。2023 年 9 月に

はコロナの影響は無くなると思います。2年間での一番となる学生生活の思い出とな

るともに、地域の人々に喜ばれ、楽しみとなるような地域貢献の継続を期待します。 

 

  (2)新型コロナウィルス感染症 

    2020年 1月に新型コロナ感染症が確認され、2022年度末までの 3年間でコロナウ

ィルスは変異を繰り返し、感染者数では 8回の増減の波を作りました。第７・８波で

は 1日の感染者数は 20万人を超えましたが、死亡者数は逆に大幅に減少するという 

   推移です。その間非常事態宣言が発令され、学校としても種々な対応を迫られて現在

に至っております。しかし 3年目を迎えた 2022年度では学校祭、施設研修、外部施

設見学等の行事は、過去 2年に比べればほぼ満足するような内容で実施できました。

基本的な感染防止対策を愚直なまでに実施した賜物と思います。 

    2023 年 5 月には 2 類から 5 類に移行し、規制もほとんど無くなりますが、コロナ

ウィルスが消滅してはいません。油断は禁物ですので、コロナを恐れずに、基本的な

予防策を継続し、習慣化していく必要性を感じています。 

                                     以上 

 

 



      表 1   2022年度 卒業生就職状況        2023.05.01現在 

                         主 な 就 職 先 

   

  



 

 
 

 

 
 

 

 

 



 

 
 

 



 

表６：富 里キャンパス 主 要 動 物 舎 

 

 
 

 

 
 

 

 



 

表８：検査用設備及び備品 
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                   意  見  書 

                                     2023年 5月 10日 

学校法人川原学園 東京動物専門学校 

     学校長 北村 健一  様  

                                                           

NPO 静岡県自然史博物館ネットワーク非常勤職員 

                                  獣医師 片井 信之  

次の通り、2022年度自己評価について、意見をまとめてみました。 

１．教育活動 

 「特別案内授業」は 7年目を迎え、2022年度は前年同様に市川市動植物園、埼玉こども動物自然

公園及びしながわ水族館で実施し、動物園や水族館での飼育動物の知識や仕組み、展示方法など幅

広く専門講師にて解説を受け、その成果は終了後のアンケートから読み取ることが出来ます。課題

を持った動物園・水族館の見学であり、動物研究法等の授業との連携で、学習成果は一段と高まっ

たものと思います。更に、秋の学外研修も、課題と共に那須どうぶつ王国、八景島シーパラダイス、

多摩動物公園に行きましたが、入学してから半年以上経過し、種々な授業を受けての見学であり、

有意義な施設見学会になったことと思います。 

 次に、2 年生の施設研修は、今年度は希望の研修先が確保でき、研修先施設からの評価は、大半

が良好な評価とコメントをいただき、就職に結びついた学生もおり、大変良好でした。 

２．学修成果 

 就職状況について、2022年度も 100%であり、よかったと思います。動物園水族館に 50名近くの

学生が就職でき、希望がかなえられた学生が多いと思われます。 

 ただし、動物園や水族館関係者の話題 —公民問わず、就職後数年での退職者急増問題について— 

教育の現場でも何ができるのか、その対応が必要と思われます。 

 自主退学者の状況は、2021・2022年度と数年前より増加しております。原因として精神的な問題

や学費問題とのことが多いようです。ただし、学校側の慰留は、全く通じず、退学に関して非常に

淡泊に決断しており、Z 世代の一面とも思われます。しかし学校としては、是非共、中退者ゼロを

目指した指導等を今後とも、よろしくお願いします。 

３．その他 

   この 3年余りのコロナ対応に、積極的、毅然とした姿勢には感心し、学校の対応を評価したいで

す。現近の動物園・水族館の共通課題としての「動物福祉」問題はグローバルな視点から大きな課

題となっており、特にイルカ問題も海外からの圧力で日本が弱腰になった経緯があります。今後と

も「動物福祉」問題は継続し、より強まると想定されます。動物専門学校として授業に、より踏み

込む必要があると思われます。施設として、特に動物とのふれあいが大きな問題となっています。

ふれあい施設に就職する学生を思うと避けられない課題であり、何らかの対応を期待します。2022

年 12 月国立動物園をつくる会主催のシンポジューム「動物園のふれあいと福祉」を八千代キャン

パスで開催し、学生が聴講しました。このような機会をつくることも学生にとって大きな刺激にな

ると思います。今後とも、次世代を見据えた教育に進んでもらいたい、期待しています。       

     ( 以 上 ) 


